
令和元年度　        武雄市立橘小学校　学校評価計画
１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

最終評価
ＡＢＣＤ

成果と課題 具体的な改善策・向上策

学

校

経

営

○学校経営方針
学校目標や本年度の重点目
標の周知

・学校便り、学校ホームページ、ケーブルテレビ、全校朝会、育友会活動等で周知する。
・学校目標と行事等のねらいを関連付けて指導していく。
・教育活動や行事についての反省を記録し、次に生かす方策を考える。

A

・保護者アンケートでは学校の様子
がわかる・だいたいわかるが97％で
あった。
・行事等の振り返りをその都度行っ
た。

・行事ごとの振り返りを生かし、提案され
るときには学校目標と行事のねらいに
ついて再確認する。

学
校
運
営

○危機管理 危機管理体制の整備

・年度初めに交通安全教室を開き、児童の道路歩行及び自転車の安全な乗り方の指導を
行う。
・保護者と協力して通学路点検を学期に１回以上行い、事故防止に努める。
・日常の点検及び月１回の安全点検を確実に行い、校内の安全管理に努めるとともに、教
職員間で共通理解を図り、指導に生かす。
・学校だよりや学校ホームページ、学級通信等で保護者に学校での取り組みを紹介し、保
護者との連携に役立てる。

A

・交通安全教室や定期的な安全指導に
より、児童に原因がある交通事故等は、
発生しなかった。
・通学路点検は、事故防止に効果が
あった。
・月1回の安全点検により、営繕活動を
実行し、校内の安全管理が保たれた。

・不定期に行っていた登校班長会議
を、８月と３月を除く月に、１０回程度
定期的に開催する。
・毎月、職員会議での各職員の
チェックや校内の安全点検を継続し
て行う。

学校情報の公開と連携

・児童の活動の様子を随時記録し、広報活動の資料に活かす。
・学級だよりを発行し、児童の学習の様子を知らせ、家庭との連携に生かす。
・家庭、地域と連携した教育活動の紹介を増やす。
・「花まるタイム」等の来校者に向けて、玄関に設置したテレビで教育活動の様子をスライド
で紹介する。

A

・様々な手段を用いて情報公開、情
報発信を行うことができた。
・家庭や地域との連携は、学校行事
や体験活動を行う際に、連絡を取り
合い充実した活動となるようにした。

・次年度も紙媒体、電子媒体を問わず様々
な手段で情報公開、情報発信を行っていく。
・ホームページの更新が少なかったので、教
頭からの発信だけでなく、学年の行事などで
の掲載を職員に呼びかける。

コミュニティスクール・官民一
体型学校づくりの推進

・公民館など町内の各組織との関連行事を整理し、組織との位置づけを明確にし、効果的
に実践していく。
・地域人材の更なる発掘と人材登用に努めるとともに、地域への貢献につながる学習活動
を仕組んでいく。
・学校支援地域本部及び保護者と連携して「花まるタイム」を計画的に実施する。
・「なぞぺー授業」は２年から６年まで年８回、「青空教室」は年３回全学年で計画的に実施
する。

B

・花まる学園としての取組はきちんと行われ
た。今年度は、保護者の「花まるタイム」への
参加を年2回以上にした。「青空教室」の２回
目は、暑さ対策をしなければならない。
・校内研究の一環として、児童玄関に地域人
材「ときわっこ応援団」の紹介を掲示した。
・学校発信による人材発掘はできていない。

・保護者の「花まるタイム」への自主
的な参加を促したい。
・「青空教室」の２回目について、花
まる指導員と相談して内容を決定し
ていく。

学
校
運
営

●業務改善・教職
員の働き方改革の
推進

業務改善・教職員の働き方
改革の推進

・分掌事務の内容を明らかにして業務の効率化を図り、校務サーバーの整理を行う。ま
た、学習指導の充実と準備時間の短縮のために、資料、指導案、学習カード、ワークシー
トなど、各学年のフォルダに、教科ごとに整理して保存する。
・連絡事項は、校務シェアボードの回覧を利用し連絡会等の時間を短縮する。
・会議では、資料を事前配付し、協議事項の時間配分を明文化しておく。
・週１回をめどに、学年グループ部会や部会を行い、指導内容などの連携を図っていく。
・児童や教科指導、分掌事務について、引き継ぎや情報共有を密にし、業務の効率化を図
る。
・業務内容の順序と精選について、日々の業務の中で学び、効率よい業務の仕方を身に
付ける。

Ｂ

・校務サーバ更改により、データの整理
が不十分である。
・データの整理と同時に、誰もが教材、
道具、教室を使いやすくするため、室内
環境整備に努め、業務改善につながっ
た。
・校務シェアボードの回覧板を活用して
連絡会の回数を減らすことができた。
・職員会議では、２部会で検討したうえ
で提案し、前例との変更点に絞って協
議した。

・校務サーバの構成表を確認し、校
務分掌ごとに割り当てて、データの
整理を行う。

・会議や事務の効率化を図り、教職員が児童と向き合う時間を
確保できるよう工夫する。
・グループ学年や部会の協働意識を高め、職務の効率化と児
童への指導の充実を図る。

生きる力を身に付け，学校・家庭・地域の思いを受け
継ぐときわっ子の育成

①　学校や家庭，地域との連携を強化し，コミュニティスクールの体制をつくり，信頼される学校づくりをめざす。
②　基礎的な知識技能の定着と「言語活動」の充実を図り，思考力・表現力の向上をめざす。
③　児童が自ら進んで生き生きと取り組む教育活動の活性化を図る。
④　教職員の協働研修（ICT利活用の研修等）を充実させ，授業力向上をめざす。

３　目標・評価

①　学校運営：学校や家庭，地域との連携を強化し，コミュニティスクールの体制をつくり，信頼される学校づくりをめざす

具体的目標

・児童、保護者、教職員、地域に周知し、「学校の様子が分か
る」と答える保護者を９０％以上にする。

・児童の交通ルール遵守に対する意識を高める。
・教職員及び保護者の危機意識の向上を図り、交通事故防
止、生活事故防止に努める。

学
校
運
営

○家庭・地域と連
携した開かれた学
校づくり

・学校便りは月２回以上、ホームページの更新は週１回以上行
い、学校情報を流すことで教育活動に関心を高める。
・学級だよりを定期的に発行する。
・月１回、橘町公民館報「たちばな」に教育活動の記事を載せ
る。

・コミュニティスクールの組織をつくり、地域連携の体制を整え
る。
・地域人材の登用を各学年年間１回以上取り組む。
・「花まるタイム」「青空教室」「なぞぺー授業」を実施することに
より、学習に対する意欲の向上、学習習慣の定着、基礎的内
容の定着、思考力の基礎を養うことをめざす。

到達度

Ａ：ほぼ達成できている

Ｂ：概ね達成できている

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

資料2



領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

最終評価
ＡＢＣＤ

成果と課題 具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●学力の向上
基礎学力の定着及び思考
力・表現力の向上

・校内研究を通して、予習や話し合い活動を生かし、思考力・表現力の向上をめざす授業づくりの
在り方を探る。
・学習状況調査等の結果を分析し、児童の実態に合わせた手立てを考え、活用力を伸ばす。
・ＩＣＴを効果的に利用した授業の充実を図る。
・授業の内容と連動させたり、自主的に学ぶ意欲を高めたりする家庭学習の在り方を工夫し、全職
員で共通理解を図りながら実践する。
・補充学習（毎週火曜日の放課後）では、算数の活用問題を中心に取り組ませる。
・教科指導、調べ学習に使えるように様々なジャンルの本を購入するよう計画し、図書環境の充実
を図る。
・図書委員会活動を活性化させたり、テーマ展示を行うなどして、児童の意欲と質を高める読書指
導を行う。

Ｂ

・校内研究では、新指導要領の実施に合わせてカ
リキュラム・マネジメントや授業改善を進めることが
できた。
・学習状況調査の分析をもとにして、各学年に応じ
た対策をとることができた。
・ＩＣＴ利活用は、効果的な方法を選択して授業をお
こなっっている。
・家庭学習は、年度当初に統一したが断続的な指
導が少なかった。
・計画的に図書の購入をした。児童が手に取りや
すいような図書の配置を考えた。
・図書委員会で工夫した図書館祭りを開いたり、お
すすめ図書の広報活動をしたりして、委員会活動
を充実させることができた。

・新指導要領に基づいた指導を行っ
ていく。本年度の課題をもとに年度
当初から計画的に進めていく。
・読解力と思考力の向上に向き得
て、主体的で対話的な学びの実現を
主題として実践していく。
・ＩＣＴについては、年度当初からの共
通理解を図る。
・家庭学習については、年度当初の
計画が実施できるよう共通理解を図
る。

教
育
活
動

○学習環境の改
善充実

基本的生活習慣・学習習慣
の定着

・児童と保護者による「ときわっ子生活ふり返りカード」等への記入により、基本的な生活習
慣の定着を図る。
・話し方や聞き方のモデル、「学習用具の約束」「家庭学習の手引き」について指導をす
る。家庭への啓発を図るとともに、定期的に振り返りの場を設定する。
・「早寝早起き」「親子読書」等の意義について、全体で指導する場を設定する。
・毎月初めのノーテレビデーでは取組レポートを提出してもらい、実施状況を把握するとと
もに実施意欲につなげる。

B

・基本的な生活習慣は定着してい
る。朝食の喫食率も高いまま推移し
ている。
・ノーテレビデーの取り組みは、県Ｐ
ＴＡの取り組みが行われる１１月だけ
実施した。

・ノーテレビの取組は、育友会活動
の一環として、11月に行われている
県下一斉の取組のみとする。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

最終評価
ＡＢＣＤ

ふり返り 今後の改善策

教
育
活
動

●心の教育 心の教育の充実

・「ふれあい道徳」を実施し、保護者や地域に道徳の授業を公開し、アンケートをとり意見を
きくなどして、地域ぐるみで考える機会を持つようにする。
・道徳科の学習において学んだことを実践しようとする意欲を育てる。特に、児童の実態に
応じて、重点項目と捉えられる価値ついての学習活動においては、自らを振り返って成長
を実感したり、これからの課題や目標を見つけたりすることができるよう工夫する。
・あいさつや言葉遣いについての効果的な指導方法を検討し、豊かな心を醸成する。
・人権集会や人権週間を設定し、児童・保護者・地域への啓発や発信を積極的に行うとと
もに、他教科や学級活動においても人権について考え話し合う場を設定していく。
・毎朝全校児童が集まり、月の歌を合唱したり、ハイタッチをしたりして仲間意識を育てる。

B

・ふれあい道徳は学習内容がわかる案内を再度出
し、授業参観を行った。感想を書くアンケート用紙
の回収率が低かったのが課題として残った。
・全校で行う朝の歌は、インフルエンザの流行期間
は実施しなかった。現在は再開して、良い雰囲気
でできている。
・挨拶については、保護者アンケートでも「そう思
う」が30％と低い結果が出ている。また、「地域の
人に挨拶をしているか。」も、保護者アンケートでは
「あまりしていない」が９％である。「先に、笑顔で、
元気よく」できるように力を入れて指導していく必要
がある。
・言葉遣いは正しくできている。

・来年度も授業内容を書いた参観の
案内を出し、多くの参観を促したい。
・参観の感想は通信に書く欄を乗せ
るなど改善したい。
・朝の歌は継続して温かな雰囲気づ
くりをしていきたい。
・挨拶は生活部と協力し対策を全職
員での共通理解のもと指導していく。

教
育
活
動

●いじめ問題への
対応

いじめの未然防止・早期発
見・早期対応に向けた体制づ
くり

・いじめに関するアンケートを毎月末に実施し、状況把握に努める。
・Ｑ－Ｕを５月・１０月の２回実施し、学級での児童の状況を把握する。結果の考察につい
て、スクールカウンセラーからも意見を聴き、専門的な視点を取り入れて対応することがで
きるようにする。
・担任と児童の個人面談を、５月・１１月の２回実施し、児童の状況を把握し、適切な対応
に努める。
・日頃の児童の様子や道徳の授業について学級通信等で知らせるなど、実際の指導の様
子を保護者に理解してもらうように努める。
・事案の解決に向けては、学校として、組織的、計画的に取り組む。

A

・毎月のいじめに関するアンケートにおいて、
気になる事案に対しては、担任が聞き取りを
行う等早期対応ができている。
・Ｑ-Ｕの結果や日々の学級での様子の中で
特に気になる児童については、児童支援連
絡会や児童支援研修等を通して全職員で共
通理解を図り、組織的に対応するよう努めて
いる。
・スクールカウンセラーやスクールソーシャル
ワーカーと連携し、専門的な視点を取り入れ
た対応をすることができている。

・Q-Uの結果については、スクールカ
ウンセラーとも情報を共有し、専門的
な視点を取り入れ、対応することが
できるようにする。
・気になる児童については、経過や
支援の状況などについて記録をと
り、確実に次年度へつなぐ。

教
育
活
動

●志を高める教育
「ときわっ子体験活動」を中心
とした郷土について学ぶ体験
活動の充実

・１年間の体験活動を見通し、事前指導を行ってから活動に臨ませる。また、事後の振り返
りをさせ、その後の学習につなげる。
・生活科や総合的な学習の時間を中心に、体験活動を関連させた学習計画を立てて実践
につなげる。
・地域の方とのつながりを児童に意識させ、日頃の挨拶や感謝の気持ちの表現ができるよ
うにする。
・作物づくりの体験を通して、生産する大変さを実感させるとともに、食について児童１人１
人が考える機会とする。
・他の学年の活動が見えるような活動コーナーを作る。以前行った活動を振り返ったり、次
年度の活動を知ったりすることで、児童がさらに意欲的に見通しを立てて取り組めるように
する。

Ｂ

・各学年の体験活動の様子を児童玄
関に掲示したところ、多くの児童が立
ち止まって見ていた。他学年の活動
を見ることで、次年度への意欲向上
につながった。
・体験活動の中にインタビューや交
流する場面を設定することで、地域
の方々とのかかわりを深めることが
できた。
・顔と名前を一致させて覚えている
児童が少ない。

・体験活動の際に名前札をつけてい
ただき、名前で呼びかけるように指
導していく。
・事前指導で活動の目的等を十分に
把握させ、どのように地域の方とか
かわっていくかを考えさせる。

②　確かな学力の向上と定着：基礎的な知識技能の定着と「言語活動」の充実を図り、思考力・表現力の向上をめざす

具体的目標

・児童が学ぶ意欲を高め、自主的に学ぶことのできる授業づく
りを行い、基礎学力の定着と思考力・表現力の向上をめざす。
・「授業がわかる」という児童を80％以上にする。
・国の学習状況調査において、全項目の平均正答率を上回る
ことをめざす。
・個に応じた指導支援の充実を図る。
・図書貸し出し数　一人１００冊以上をめざす。

・「早寝・早起き・朝ご飯」を奨励し、生活のリズムを整えるなど
の目標達成率９０％以上をめざす。
・話す人を見てうなずきながら最後まで聞くなどの学習習慣の
達成率９０％以上をめざす。
・毎月１回のノーテレビデーの実施率を９０％以上とする。
・「親子読書」の取組を奨励する。

③　豊かな心を育む教育活動の推進：児童が自ら進んで生き生きと取り組む教育活動の活性化を図る

具体的目標

・教育活動全体を通した道徳教育の充実を図る。
・家庭や地域、関係機関と連携した体験活動の充実を図る。
・違いを認め合い、支え合い、つながり合う仲間づくりをめざ
す。
･「人権」尊重の意識を常にもって全ての教育活動に当たる。自
分も友達も大切にできる児童を育成する。

・不登校やいじめに対して、未然防止・早期発見・早期対応に
適切に対応できる教育相談体制を充実させ、関係機関等との
連携強化に取り組む。

・稲作体験、野菜づくり、サツマイモ栽培等の体験活動を通し
て、勤労生産の意義や作物と自然との関わりを学ばせるととも
に、地域の思いや願いを大切にしようとする意識を高める。
・地域の方と体験を通して関わりを深め、感謝する心を育てる。



領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

最終評価
ＡＢＣＤ

ふり返り 今後の改善策

学
校
運
営

○教職員の資質
向上

授業研究及び職員研修の充
実

・校内研究における昨年度の課題や問題点を焦点化し、改善すべき内容については共通
理解を図って研究計画を立てる。
・予習の事例を分類し、次年度の参考となるようにまとめる。
・授業研究協議会の持ち方を工夫し、カリキュラムマネジメントや情報活用能力育成といっ
た視点での反省を行い、その後の授業実践に生かせる具体的な手立ての実践につなげ
る。
・夏季休業中を利用して、授業研究の講座や研修会に参加するとともに、指導法について
の意見交流を定期的に行う。

Ｂ

・授業研究は実践することができた。
今年度の実践をもとに次年度当初に
カリキュラムを作成し、計画を見直し
ていく必要がある。
・研究授業の事前研や隙間の時間
での教え合いが効果的であった。

・新指導要領に即した指導を行って
いくために、早期に共通理解を図る
場を設定する。

教
育
活
動

○教育の質の向
上に向けたＩＣＴ利
活用教育の実施

授業研究及び職員研修の充
実

・ＩＣＴ機器の効果的な活用に関する職員研修を計画的に実施し、使い方だけではなく、活
用例を交流したり、教科ごとに活用できるコンテンツをまとめたりすることで、効果的な利用
方法を探る。
・研修を適宜実施していくことで、タブレット、「ｅ－ライブラリ」等の活用の能力を高める。
・授業に効果的なコンテンツを積極的に活用して、児童の授業理解を深めるようにする。
・授業の中でタブレットを活用する機会を増やすことで、児童のICT機器活用能力を高め
る。

Ｂ

・断続研の実施は数回しかできな
かったが、実態に即して話し合いな
どを随時行った。
・ＩＣＴオープンデーでは、効果的な実
践法を提案することができ好評で
あった。

・今後もＯＪＴを基本として、研修を行
い資質の向上に努めていくが、計画
的な断続研修会も行っていきたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

最終評価
ＡＢＣＤ

ふり返り 今後の改善策

運動習慣の改善と定着化

・新体力テストの結果を基に、児童の実態や体育の授業実践について意見交流する場を
設け、指導計画を見直したり、体育の授業の充実につなげたりする。
・運動集会を月に一回実施し、さまざまな遊びを提案して、運動意欲を高める。また、縦割
り活動と結びつけることで、異学年交流の風土を活性化するとともに、遊具や備品を整備
し、児童が遊べる環境づくりを行う。
・保健便りや掲示物を通じて、児童・保護者へ体を動かすことの大切さや健康とのつながり
等について知らせる。また、他の職員からの意見などを取り入れることで、児童の実態に
応じた内容となるように努めていく。

Ｂ

・運動集会は定期的に実施できた。
･持久走大会など、学校行事に関連
して練習期間を設けることができた。
活動を活発にするために、委員会活
動を絡めて指導できた。
・スポーツテストの情報交換ができな
かった。
・スポーツチャレンジを活用できな
かった。

・児童の思いを組みながら、年間を
通した体育集会を計画し、実施す
る。
・スポーツチャレンジへの参加を呼び
かけ、積極的に学級づくりに生かす
よう呼びかける。

望ましい食生活習慣の形成

・食育指導にあたっては、児童の食に関する実態を把握し、その実態に即した内容の指導
をすることで、より興味・関心をひくものとなるように努めていく。
・給食担当の話や給食委員会の活動として、給食の月目標や季節や行事に関わる「食」に
ついての情報を発信していく。
・「ときわっ子体験活動」や道徳、学級指導等と関連させて、食の重要性や食に関わる人へ
の感謝についての指導を行う。

B

・1月の児童集会において、食に関するアンケート結果を示
し、学校の実態を知らせることができた。
・1月の児童集会において、給食ができるまでの調理員の
方々の仕事の内容や気を付けて行っていることについて
知らせることができた。
・栄養教諭、調理員の方々に向けた手紙を書くことで、給
食に関わる方への感謝の気持ちをもたせることができた。
・保護者は、食生活習慣作りを学校が実施していることを
十分に認識し、児童は、好き嫌いせずに食べることができ
ていた。

・栄養教諭を活用した食育の授業を計画的
に組み入れる。
・食に関するアンケートが昨年度と同じだっ
たため、来年度は内容を変更して実施する。
・来年度の児童集会においては、マンネリ化
しないように内容を変えて実施する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

最終評価
ＡＢＣＤ

ふり返り 今後の改善策

教
育
活
動

○特別支援教育
の充実

特別支援教育の支援体制の
充実

・児童支援研修会を年４回実施し、児童理解と適切な支援を行う。
・特別支援担当教員と学級担任で連携して、交流学級での円滑な活動に努める。
・夏季休業中に「発達障害のある児童に対する支援」「個別の教育支援・指導計画」につい
ての職員研修を行う。
・スクールカウンセラーを活用した研修をしたり、巡回相談を計画的に要請したりする。
・進学を見据えた個別の支援計画・指導計画を立てて、児童の指導支援を行う。

B

・児童支援に関する連絡会では、個別の教育支援計画及
び個別の指導計画に目を通しながら会を行ったことは、計
画に沿った取り組みの状況を把握し、成果と課題を明確に
しながら、支援を進めることにつながった。しかし、その活
用はまだ十分ではなく、長期的な視点で児童の支援を継
続していくための記録としての役割を果たすものに
・交流学級との連携を綿密に行うことの継続に加え、担任
以外の職員も連携したことで、当該児童の支援を行うこと
ができた。

・個別の教育支援計画及び個別の指導計画を
日々の支援にさらに生かすために、職員研修等の
際に周知徹底を図る。
・児童のニーズに対応した指導・支援を実現するた
めに、支援を要する児童が自分の困り感を訴えた
り、その保護者が相談したりしやすい関係を構築
する。
・交流学級においては、児童の実態に応じた合理
的配慮を行い、学級の支持的風土をつくって、共
生共学を目指す。

【共通評価項目】●必須項目，◎特定課題，　　○は独自評価項目

⑥　時代のニーズに対応した教育の推進

具体的目標

・特別支援教育コーディネーターを中心として校内支援委員会
の活性化を図る。
・個別の支援計画・指導計画に基づき、児童のニーズに対応し
た指導・支援をめざす。
・交流学級との連携をとり、全校児童の融和的児童交流を促進
する。
・教職員全体の専門性の向上と校内支援体制の充実を図る。

4　本年度のまとめ・次年度の取り組み

・　「学校運営」については、保護者アンケートでもおおむね良い評価をいただいているが、「施設・設備」において評価が低い。遊具の老朽化等に対処するため、修繕、移設を調整中である。「教育活動」については、「基礎学力の向上」「心の教育」については十分に成果が上がっているとは言えない。職
員の授業力を向上させるための実効性のある手立てを考え、実践していく必要がある。今年度成果が上がった取組については次年度も継続していく。校務や教育活動を見直し、より効率よく成果を上げる方法について、教職員間で協議しながら実践へとつなげていく。
・保護者アンケートや児童のアンケート結果で、低下がみられる内容については、啓発や意欲向上の方策を考え実践していきたい。

・タブレットやデジタル教科書、デジタルコンテンツ等を効果的
に利用した分かりやすい授業づくりをめざす。
・｢ＩＣＴ(電子黒板やタブレット等)を使った授業は分かりやすい｣
という児童を８０%以上にする。
・ＩＣＴ利活用教育の質の向上を図るための職員研修を2回以上
実施する。

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

⑤　健やかな体を育む教育活動の推進

具体的目標

教
育
活
動

●健康・体つくり

・児童の運動習慣の形成や運動意欲を高め、体力向上を図
る。

・食育指導を計画的に実施し、「食」の自己管理能力とマナー
の向上に努める。

・一人1回の研究授業を行う。その際講師招聘を２回以上行う。
・授業研究会や研修会等に積極的に参加し、自己の授業力向
上を図る。

④　教職員の資質や指導力の向上：教職員の協働研修（ICT利活用の研修も含む）を充実させ、授業力向上をめざす

具体的目標


